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論文内容の要旨
最近の移動通信系では.通{言語要増大に対処するためにスペクトラム拡散 (S8)符号分害IJ多元接続 (CD
MA)方式の導入が積極的に進められている。 S8方式は情報信号の帯域幅より広い帯域幅に信号を拡散し
て通信を行う方式であり.連続波 CCW)下渉抑圧する特性を有する。また. SSにおける周波数と時間の
関係を反転した時間拡散 (ST)方式があり，パルス位置変調 (PP:'v1)信号を時間拡散する8TPPM/CD 
MAh式はインパルス干渉抑正特性を有するの;卒論文はST及び， J対波数と時間を共に拡散しSS及びSTの利
点、を併せ持つSS-STについての各種干渉に対する誤り率特性，通信路容量などに関する研究をまとめたも
のである。
第一草ー では， s及びSTの研究の流れを概説し，本研究の背景，動機及び目的について述べた。
第二主主では，最大ヱントロビー法とモーメント技術を聞いてコチャネル干渉存仕ードにおけるSTPPM/ 
CDMAシステムの誤り率特性の厳密解を求めた。これはPPJilの希望スロットと非希望スロットのモーメン
トをそれぞれ計算した卜で，エントロピ一関数によりシンボjルレ誤り 5率芋を導出するノbら
Jルレ夕と逆STフイル夕の中心周i波皮数にオフセツトが存4布〈宝Eする場合に，この影響を複数のコチャネル干渉で近
似する解析手法を提案した。
第二章ではトレリス符号化変調方式('l'CM)そ用いたSTオーパーラップパルス位置変調 COPP:VO シ
ステムを提案し，その誤り率特性を明らかにした。その結果， 160PPMで. TCM符号器の状態数が4，
8，及び16の場合には符号化しない場合と比較してそれぞれ4dB.5dB及び6dBの改善が得られた。
第四章では周波数と時間の同時拡散SS-STPPM/CDMAシステムを提案し信号スペクトラムを解析
した。また，同じ帯域幅一時間 CBT)明間でSTPPMとSS周波数シフトキーイング (FSK)及びSS-STシ
ステムの通信容量を導出した。その結果これらの通信容量はすべて0.7213で等しいことが明らかになった。
第五草ー ではSS・STFドM/CDMAシステムにおいて， CW干渉とインパルス干渉が存在する場-0の誤り率
特性をシミュレーションにより求め， cw干渉とインパルスム干渉が同時に存在する場合， SS-STシステムが
ST PPMおよびSSFSKと比べて最も良好な性能をポすことを明らかにした。また，提案システムは多種
干渉に柔軟に対応できる適応性を有することも明らかにした。
長後に第六草ーでは以上の研究結束を要約した。
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論文審査の結果の要旨
最近の移動通伝系では.通信需要増大，音声品質の改善.及びデータ伝送速度の高速化等に対処するた
め，スペクトラム拡散 (SS)符号分害1]多元接続 (CD.YIA)方式の導入が進められつつある。また， S8にお
ける周波数と時間の関係を逆にした時間拡散 (8γ)H式は新しい方式であり，擬似雑音系列の選択の白向
度と符号化・復号における擬似雑音系列の同期が不要という擾れた面を有するが，その特性については明
らかにされていないものが多い。
本論文は，まず時間位置ーに情報を有するパルス位置変調 (PPM)信号を時間拡散するSTPPM/CDM 
AIこ対して，コチャネル干渉が存証する場合の誤り率特性の厳密解を求め.従来与えられていたユニオンバ
ウンドの限界を明らかにしている。また，送受信機のSTフィルタの中心周波数にずれが存在する場合の影
響を.複数のつチャネル干渉で近似する解析法を与え，中心周波数のずれによる誤り率を明らかにしてい
る。
次にu号の周波数f;:-域幅を拡大せずに信号多fli'l数を増加させるため.パルス幅を広げると共にパルスを
オーパーラップさせる方式を身え，同時にオーパーラップによる誤り率の悪化に対処するため， トレリス
符号化を用いた後に時間拡散するSTOPPMを提案し，その誤り率特性を明らかにしている。
さらにsとSTω長所を併せ持つ方式として，周波数と時間を共に拡散するSS-STPPM/CD:vtA方式を
提案し，その信号スペクトラムを明らかにしている。また， SS-8T PPM/CI)~1A方式において， cw干渉
とインパルス干渉が混在する場合の誤り率特性をシミ;J.レーションにより求め， cw下渉とインパルス干渉
が混在する場合にはSS-ST方式がSSFSKやSTPP~1方式に比べて良好な特性を示すことを明らかにして
いる。
以上のように，本論文は時間拡散方式と.周波数時間同時鉱散方式について多くの優れた研究成果を得
ており，情報工学.特に情報通{J了.学分野の発展に寄与すること大である。よって，本論文の著者は博士
(工学)の学伶を受ける資格を有するものと認める。
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